
電子入札について 

 

○概 要 

電子入札とは、現在紙と手作業で行っている入札・開札業務並びにこれに関連する指名、

参加資格申請受付等の事務処理の電子化を目的としている。また、インターネットより誰で

も閲覧可能である「入札情報サービス（PPI）」も同時に開発し、入札公告、仕様書、入札結

果等を掲載する。（裏面イメージ図参照） 

都道府県の電子入札実施状況については、45 都道府県が既に運用しており、島根県 1 県が

開発中であり、1 県が導入未定となっている。また、県との共同利用を含めた市町村の取組

状況は、運用中が 305 団体、開発中が 228 団体となっている。（平成 20年 10 月 1日現在） 

 

○導入効果 

入札参加者側 

・地理的、時間的な制約が解消され受注機会拡大につながるほか、移動に伴う経費や待ち

時間が大幅に削減されることが期待できる。 

発注者側 

 ・入札の公平性、透明性の確保が期待できる。 

 

 

 

・自動処理が可能となり、開札等の事務処理が軽減される。 

 

○開発・運用スケジュール 

項 目 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 

業者への周知活動    

システム開発    

説明会（受・発注者）      ★  

試行（試験）運用    

運用開始    

・今年度 10 月までにはシステム開発を完了し、試行（試験）運用に備える。 

・試行（試験）運用については、12 月より実施する予定としている。 

 

○共同利用について 

 島根県の電子入札は、県内市町村との共同利用を前提とした形である。 

 ・平成 21年度より共同利用参加の団体は、松江市、浜田市、出雲市、益田市、雲南市、奥

出雲町、邑南町、吉賀町の計 8 団体である。なお、その他の市町村についても、常時参加

の促進、募集を図っている。 

 

 

～全国知事会による指針（平成 18年 12 月緊急報告）～ 

入札透明性等の社会的要請の高まりから、公共調達改革の一環として、今後 3 年以内に

全面導入を目指す。 
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②入札案件登録

　電子調達システムは、現在紙と手作業で行っている入札・開札業務並びにこれに関連する入札公
告、指名、参加資格申請及び入札結果公表等の事務処理の電子化を目的とし、「入札情報サービ
ス」と「電子入札システム」で構成される。

電子調達システム（システムと事務処理の流れ等）のイメージ図

公告掲載閲　　覧

［電子調達システム］

ダウンロード

（閲　　覧）

入札情報サービス

電子入札システム

①入札公告

説明書

仕様書、図面

入札結果

島根県

市町村
事業者

⑩落札者決定通知⑪通知書受理

⑨入札結果登録

⑤入　　札

⑦予定価格登録

⑧開　　札　※

※簡易型一般の場合は、審査の
ため一時保留となり、入札参加
者へ保留通知書を発行する。

送信、受理 受理、送信

※予定価格事前公
表の場合は、この
時点で登録する

③入札説明書等

への質問・回答

④参加資格確認

申請書

（辞退届）

入札書

入札結果

落札者決定通知書

⑥保管

予定価格

入札案件
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●ポータルサイトの紹介
【トップページ画面】（https://choutatsuweb.pref.shimane.lg.jp/）

　○　お知らせ
　○　初めてご利用の方へ
　　　　・準備する機器類、利用者登録方法などを掲載している。

　○　操作マニュアル
　○　練習環境（チュートリアル）
　　　　・Web上で練習できる環境の提供。

　○　電子調達概要
　○　県と市町村との共同利用について（利用者規約）
　○　電子くじについて
　　　　・同価の場合に実行する電子くじの紹介。詳細は、別紙にて。

　○　FAQ（よくある質問）
　○　関係機関のホームページ（リンク集）
　

　
注意）

〔ポータルサイトの公開について〕
　このポータルサイトは、平成20年10月31日（金）より開設しており、既に以下の項目を
公開しています。

　このポータルサイトは、平成21年4月以降は24時間ご覧いただけますが、平成21年3月31
日まではメンテナンスのため、9:00～17:00までの閲覧とさせていただきます。ただし、
メンテナンスがない場合は、24時間いつでもご覧いただけます。

・操作に関するヘルプデスクは、平成21年2月頃に開始予定である。
・電子入札システム（入口）、入札情報サービス（PPI）は運用開始前の平成21年
3月頃に開設予定である。
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●練習環境（チュートリアル）について

【トップページ画面】

〔練習環境（チュートリアル）について〕

　・電子入札の練習環境で、操作にＩＣカードは不要です。

　・ポータルサイトと合わせて公開しますので、ご活用ください。
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５．更新情報一覧画面

・発注者が入札公告を更新した場合、修正日、発注部局等の情報が掲載されるので、細めに閲覧し
てください。なお、訂正等の情報については、お知らせでも掲載します。

7
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●利用者登録について

　【資格審査情報検索画面】

入札参加者は、こ

の画面で発注者か

ら聞いた10桁の番

号、名称（会社

名）を入力して、

次の詳細入力画面

へ進みます。
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●利用者登録詳細入力について

　【利用者登録画面】

資格審査情報として、

調達機関側で登録さ

れている内容が表示

される。

★利用者登録は、各団体毎に実施する必要はありますが、最初の1回実施していただければＯＫで
す。なお、ＩＣカードが失効、更新した場合は、再度利用者登録をしていただくことになります。

※代表窓口情報などの入力については、ポータルサイトメニューの「初めてご利用の方」をご覧く
ださい。

ICカードの中の情

報が表示される。
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●競争参加資格確認申請書の提出について（一般競争入札の場合）
〔競争参加資格確認申請書画面〕

・一般競争入札では、入札書を提出する前に「競争参加資格確認申請書」を提出し、発注者の審査に合格
すれば、入札書の提出が可能となります。

添付資料は合計

３ＭＢまで送信

することができ

ます。
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●入札書の提出について
〔入札書提出画面〕

・コンマ区切り表示

・漢字表示

入札書提出時に必ず電子くじ

番号３桁を入力してください。

・入札金額

を入力

●電子くじについて　（計算式はポータルサイトで公開）

・電子くじ判定方法の例
《入札状況》
応札者 ④到着番号(※2)

Ａ 0
Ｂ 1
Ｃ 2

１位の当選番号の算出
３社の中から、落札順位１位を決定する方法は、次のとおりである。
《当選番号の算出》
応札者 ③くじ番号

Ａ 392
Ｂ 251
Ｃ 112

　当選番号⑤＝2（余り）となり、入札書到着番号④＝2である応札者Cが落札順位1位となる。

251（222+29）
H20.03.10　09:00:01

①電子くじ番号

※1：③くじ番号＝①電子くじ番号（入札書画面で入力された番号）＋②入札書受信日時の秒

　島根県電子調達共同利用システムに組み込まれた「電子くじ機能」は、以下のような手順で落札者を決定し
ます。

⑤当選番号の算出

111

②入札書受信日時 ③くじ番号(※1)

333 H20.03.10　09:03:59
H20.03.10　09:01:29222

98,900,000

（392+251+112）÷3＝251
 余り　2

112（111+01）

入札金額
98,900,000
98,900,000

392（333+59）

※2：入札書が到着した順番（入札書受信日時を昇順にした順番）を、０からの連続した番号で表したもの。
　　 ただし、入札書受信日時が同一の場合は、企業ID順（昇順）で、到着番号を決定する。
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●再入札について
〔入札状況通知書一覧画面〕

〔再入札通知書画面〕

再入札書の締切日

時等をご確認の上、

提出してください。
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●落札者決定通知書の受理について

〔落札者決定通知書画面〕

・落札者が決定すれば、当該案件に参加した全事業者へ「落札者決定通知書」が届きます。
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